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資料３－１

「公共施設のあり方検討委員会」答申後の取組状況等について

群馬県立妙義青少年自然の家

１ 建設目的

昭和４６年(１９７１年)に子どもたちが豊かな自然環境の中で、学校や家庭では得難い活動を体

験し、自然とのふれあいや、仲間との人間的な関わりを深める中で、社会性や規律性、奉仕の精神

を養い心身を鍛練する教育施設として、様々な体験学習の機会を提供するため設置された。

２ 沿革

・昭和４６年４月 設置(旧妙義町諸戸1106)

・昭和５４年９月 管理棟増築完了

・平成１１年４月 （財）群馬県青少年会館へ管理委託

・平成１８年４月 地域機関化

・平成２２年２月 耐震補強工事完了

・平成２２年４月 「妙義青少年自然の家」に名称変更

・平成２３年３月 トイレ・浴室等改修完了

３ 建設概要

・敷地面積(所有者) １６，８０７㎡(富岡市)

・延べ床面積 ２，２３１．２㎡

・駐車場 ３４台(普通車ベース)

・総事業費 １０４，１８８千円

・標高 ４１６ｍ

４ 組織体制(平成２５年度 26.1.1現在)

・総人員９人(正規職員７人、臨時職員２人)

・所長 管理係 ３人 （前年増１名・休職） 、臨時２人

指導係 ３人 （増減なし）

・現在の運営方法 直営
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５ 経費及び利用者数

（単位：千円）

区 分 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算 Ｈ25予算

歳 入 （ ① ） 1,925 3,576 2,998 2,559

使用料 1,075 2,727 2,039 1,679

雑 入 850 849 957 880

その他収入 2

歳 出 （ ② ） 67,187 66,585 67,581 67,439

常勤職員 54,379 53,868 53,887 57,871

非常勤職員 1,344 1,418 1,418 1,419

管理・事業費 11,464 11,299 12,276 8,149

歳入・歳出の差額（①－②） -65,262 -63,009 -64,583 -64,880

歳入・歳出の主な増減理由 ・22年度末の大震災のため23年度に入所者が急増する

もその後は減少傾向である。

備 考 歳出には本課執行分（工事費等）を含まない。

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

利用者数（延べ） 17,654人 19,391人 19,839人 15,905人

幼稚園、保育園等 487人 408人 244人 186人

小学校 7,758人 7,041人 9,333人 8,132人

中学校 592人 1,032人 985人 620人

高校 1,383人 869人 1,088人 758人

大学 74人 45人 0人 128人

その他の学校 241人 530人 432人 113人

（特殊学校等）

その他青少年団体 3,830人 3,623人 3,943人 2,559人

その他 3,289人 5,843人 3,814人 3,409人

（企業、主催等）

【利用者数の推移】

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

団体数 ２６２ ２９７ ２５２ ２３４

実人数（人） 8,969人 9,260人 9,682人 8,306人

延人数（人） 17,654人 19,391人 19,839人 15,905人
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６ 使用料

（１）使用料・宿泊料 Ｈ２５年度

区 分 昼間使用料 夜間使用料

研修室 甲 類 ４００円 ５００円

乙 類 ８００円 １，０００円

体育館 甲 類 ５００円 ６００円

乙 類 １，０００円 １，２００円

和 室 甲 類 一人一泊につき３００円

乙 類 一人一泊につき６００円

キャンプ場 甲 類 一人一泊につき１００円

乙 類 一人一泊につき２００円

テント 甲 類 一張り一泊につき２００円

乙 類 一張り一泊につき４００円

※ 県内、保育所、幼稚園、小学校、中学校、高校、中等教育学校、特別支援学校が教育活動

として使用する場合は使用料全額免除

※ 県内在住し、又は県内の学校に通学する高校生以下が使用する場合は、和室又はキャンプ

場の使用料の全部の額免除

※ 障害者手帳を持つ方及びその介護者１名は無料

（２）食事代 Ｈ２５年度

朝食 昼食 夕食 合計

未就学児 ５３０円 ５９０円 ７９０円 １，９１０円

小学生 ５６０円 ６２０円 ８３０円 ２，０１０円

中学生以上 ５９０円 ６５０円 ８７０円 ２，１１０円
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７ 群馬県公共施設のあり方検討委員会の検討結果を受けた改善策について

本県における野外体験活動や集団宿泊活動の主要施設として、数多くの小学生に利用されている。

また、自主性や社会性を培い、青少年の健全育成を図る上で大きな役割を果たしてきている。その

設置目的は、今日においても失われておらず、教育的効果も高い施設として考えられ、今後のあり

方は、「継続とすべきである。」とされました。

ただし、利用状況が一定の時期に偏らざるを得ないことから年間を通じての稼働率を高める方策

について検討の必要とされ、平成２１年度から平成２５年度までの「５ヶ年の目標設定」を作成し

ました。

（１）検討課題

① 学校利用受入れを中心とした体制整備と閑散期における利用促進

② 新たな利用プログラムの開発

③ ボランティアとの連携・協働

④ 利用料の検討と名称統一

⑤ 改修計画の策定

（２）目標期間 平成２１年度～平成２５年度(５年間)

（３）具体的な取組

① 学校利用受入れを中心とした体制整備と閑散期における利用促進

・ 学校受入れを中心とした体制整備

９月上旬、各市町村教育委員会、各学校等に申込み要領及び利用希望申込書配布。

１０月末、県内学校関係利用申込み締切

１２月 １日、県内保育園、幼稚園、学童クラブ受付開始

１２月１５日 県内高校、大学、青少年教育団体、一般団体受付開始

１月１０日 県外の学校、団体、企業等受付受付開始

・ 閑散期における利用促進

高崎市校長会にて自然の家の広報活動(Ｈ２２～)

安中市子ども会育成会連合会への利用促進広報(Ｈ２１～)

高崎市教育委員会主催の子育連会議にて広報活動(Ｈ２２)

前橋市教育委員会を通じて、小学校への利用促進チラシ配布(Ｈ２２)

放課後児童クラブ(学校保育所あて)利用案内送付(Ｈ２２)

閑散期における主催事業(冬期ホリデー)の実施及び広報活動(毎年)ほか

0

5000

10000

15000

20000

25000

H21 H22 H23 H24 H25

年間利用者

閑散期利用者



- 妙義5 -

② 新たな利用プログラムの開発

・ サンドブラスト(平成２５年度から)

ガラス製のコップ等にコンプレッサーを使い砂を吹き付け模様をつける。各自がカッティ

ングシートを切り取りコップに貼り付け模様付けを行うので世界に一つだけの作品をつく

ることができる。

・ ウオールクライミング(平成２３年度から)

部品を購入し職員が手作りで造った。子どもたちに大人気のプログラムである。

・ 門松づくり(平成２４年度から)

竹や松などの材料は地域の方より無料で提供してもらっている。講師も地域の方に協力し

てもらい、地域との結びつきを深めることもできている。

・ 本場中国の水餃子作り(平成２４年度から)

地域に在住する中国出身の方の協力を得て実施。
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・ 焼きまんじゅう作り(平成２３年度から)

こね・発酵・蒸し・焼きと全ての工程を行っている。

③ ボランティアとの連携・協働

平成２１年度から平成２５年度において、主催事業等で下記のボランティア団体及び個人と連

携及び協働した。(平成２５年度の内容は別紙参照)

〇 ボランティア団体

・妙義アウトドアスタッフ ・群馬自然体験研究会 ・富岡市立富岡西中学校

・富岡市立富岡南中学校 ・富岡市立富岡東中学校 ・富岡市立妙義中学校

・甘楽町立甘楽第二中学校 ・安中市立松井田南中学校 ・東京農業大学第二高等学校

・安中総合学園高等学校 ・高崎商業高等学校 ・藤岡中央高等学校

・県立西邑楽高等学校 ・伊勢崎清明高等学校 ・伊勢崎工業高校

・高崎経済大学附属高等学校 ・市立前橋高等学校 ・新島学園高等学校

・高崎健康福祉大学附属高等学校 ・樹徳高等学校 ・共愛学園高等学校

・群馬大学 ・東京福祉大学 ・甘楽町山の会

・安中山の会 ・やまびこの会 ・松井田 VYS

・福寿会 ・片山の会 ・トッカンの会

・シュロ細工の会 ・農産物の会 ・オカリナの会

・富岡製糸場世界遺産伝道師協会 ・八木節保存会 ・舞踊の会

・静塔会 ・妙義を愛する会 ・フラダンスの会

・自然の家を支える会 ・鼻高みずほの会

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 計

主催事業数 １３ １２ １３ １１ １１ ６０

団体 参 加 数 ４９ ４９ ４４ ３０ ４１ ２１３

参加人数(A) ２９３ ３０１ ２６３ ２１２ １８４ １，２５３

個人 参加人数(B) ３７ ４１ ４９ ３８ ９ １７４

計 (Ａ＋Ｂ) ３３０ ３４２ ３１２ ２５０ １９３ １，４２７

※ 参加者人数は実数
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④ 利用料の検討と名称統一

・利用料の検討

青年の家と少年自然の家の料金体系を一本化

免除区分の見直し

学校における教育活動で施設を使用する場合は全額免除

団体指導者等の宿泊料及び施設使用料は徴収

冬期(１１月～３月)の宿泊料に２００円を加算

・名称統一

平成２２年度から妙義少年自然の家から妙義青少年自然の家に名称変更

⑤ 改修計画の策定

・衛生設備の段階的に改修推進

平成２２年度宿泊棟トイレ改修実施

・キャンプ場の整備

未実施



- 妙義8 -

別 紙

「平成２５年度主催事業」 単位：実数

事 業 名 事 業 概 要 実施期日 団体数 参加人数

１ 親子のつどい Ⅰ 親と子が、新緑の妙義登山や野外活 4月27日(土) 団体 ２ １１

「新緑の妙義登山」 動を通して、健全な青少年の育成と親 日帰り

子の絆を深める。 個人 ０

２ 青少年ボランティア講座 講義や実技・討議などの研修を通し 6月15日(土)

て、地域社会の一員としてボランティ ～16日(日) 団体 ２ ７

アや社会貢献しようとする青少年を育 １泊２日

成する。また、「群馬県自然体験活動 個人

指導者」の養成もあわせて行う。 ０

３ 青少年施設ボランティア 中学・高校生に自己の確立や社会参加 夏季休業中 団体 ４ ２２

受け入れ を促すため、夏季休業中にボランティ ７月末～８月末

ア活動を体験する機会を提供する ５回実施 個人 ０

４ ぐんまキッズ・ 自然の美しさや厳しさを学び、共同 ①事前学習(日帰り) 団体 ６ １５

アドベンチャー 生活を通して自主性、協調性、創造性、 7月7日(日) 個人 １

～絆を深める5日間～ 忍耐力を培い、心豊かな青少年の育成 ②本学習(4泊5日) 団体 ７ １７

を図る。 8月 7日(水)

～11日(日) 個人 ２

５ ぐんまいきいき 不登校や様々な障害を抱える児童・ ① 7月9日(火） 団体 １ ３

チャレンジ「妙義フレン 生徒に宿泊体験や、自然体験、交流活 ～10日(水)

ドリークラブ」 動を実施することにより、社会性を育 個人 ２

み適応力を養う。

６ 親子のつどい Ⅱ・Ⅲ 親と子が、共同で野外料理をしたり、 Ⅱ 8月24日(土) 団体 １ ４

「野外料理とテント泊」 テント泊や集団生活を体験することに ～25日(日)

より、健全な青少年の育成と親子の絆 個人 ０

を深める。 Ⅲ 9月 7日(土) 団体 １ ５

～ 8日(日)

個人 ０

７ 自然の家オープンデー 一日施設を開放し、各種イベントを 10月27日(日) 団体 10 ７７

～施設開放事業～ 実施。また、地域と協力し、郷土芸能 一日

・伝承遊び体験等を行う。 個人 ０

８ 親子のつどい Ⅳ 親と子が、秋の妙義登山などを体験 11月10日(日) 団体 ２ ６

「妙義登山と紅葉狩り」10 することにより、健全な青少年の育成 日帰り

と親子の絆を深める。 個人 ０
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９ 冬期ホリデー事業①～⑤ 妙義山の自然に触れながらクラフト作 ① 12月 1日(日) 団体 １ ４

り、野外での料理作り、文化活動など 個人 ０

の体験活動を通して、自然との関わり ② 12月14日(土) 団体 １ ４

や参加者同志の交流を図りながら、冬

の１日を楽しむ。 個人 ０

妙義山の自然に触れながらクラフト作 ③ 1月26日(日) 団体 １ ２

り、野外での料理作り、文化活動など 個人 ４

の体験活動を通して、自然との関わり ④ 2月 8日(土) 団体 １ ２

や参加者同志の交流を図りながら、冬 個人 ０

の１日を楽しむ。 ⑤ 2月16日(日) 団体 － －

降雪のため中止 個人 －

10 チャレンジｉｎ妙義 木工クラフト、妙義ハイク、キャン 3月 1日(土) 団体 １ ５

｢クラフトと早春の プファイヤーなどの野外活動や集団宿 ～ 2日(日)

妙義探検｣ 泊活動などを異年齢集団で体験するこ １泊２日 個人 ０

とにより、健全な青少年の育成を図る。

団体 41 １８４

合 計 個人 ９



資料３－２

１　検討対象施設の状況
（１）管理運営コスト

２４年度 ２３年度 ２２年度
2,998,270 3,576,213 1,925,731

使用料 2,039,000 2,726,900 1,075,550
雑入（光熱水費） 956,960 849,313 850,181
財産売払収入 2,310

67,581,154 66,585,401 67,187,121
常勤職員 53,887,141 53,868,602 54,378,913
臨時職員 1,417,749 1,417,745 1,343,723

8 報償費 467,500 571,000 647,500
9 旅費 214,089 300,625 248,867
10 交際費 5,000
11-1 食糧費 347,440 475,430 480,520
11-2 その他需用費 6,235,308 6,438,464 5,586,148
12 役務費 1,508,947 1,581,875 1,651,042
13 委託料 1,070,265 1,184,820 1,269,948
14 使用料及び賃借料 37,275 44,405 37,275
15 工事請負費 2,105,250 980,485
18 備品購入費 255,990 674,835 485,100
19 負担金 20,000 20,000 65,000
27 公課費 14,200 7,600 7,600

-64,582,884 -63,009,188 -65,261,390

（２）職員（各年度４月１日現在）

２４年度 ２３年度 ２２年度

6 6 6

2 2 2

8 8 8

（３）施設の利用状況

２４年度 ２３年度 ２２年度

19,839 19,391 17,654

4,533 5,221 2,529

15,306 14,170 15,125

宿泊棟・研修室・体育館 宿泊棟・研修室・体育館 宿泊棟・研修室・体育館

(株)○○の研修生の
利用が減ったが、東日
本大震災の影響で栃
木・埼玉等の利用者
が増えたため利用者
数は前年を上回った。

(株)○○の研修生の
宿泊利用が延べ1,687
人あったため。

稼働率対象施設（設備）

利用者の主な増減理由

常勤職員

非常勤職員

区　　分

年間利用者総数（人）

有料利用者数（人）

無料利用者数（人）

合計

H23使用料の増は、企業の研修生の宿泊利用で1，320千円の使用料
有り。
H24上記の企業の利用が無かったが、東日本大震災の関係で栃木・
埼玉等の学校等の利用があった。

施設の名称 群馬県立妙義青少年自然の家

歳　出（②）　

歳入・歳出の差額（①－②）

区　　分
歳　入（①）　

歳入・歳出の主な増減理由


